
The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

論文

現代 日中両 国の 法 定計 量単位 の 比較
＊

桜　井　慧　雄
＊＊

1 ，は じめに

　国際度量衡総会で 国際単位系 （SI）が採用 され

て も うじき半世紀が経 つ が 、こ の 間、世界各 国

で は法定計量単位 へ SI を導入す る手続 きが進

め られ、日本及び 中国 とも 20 世紀中に SI 化 が

達成 された。もともと単位は社会 に深 く溶 け込

ん で機能する基盤 的な道具 で あるた め 、 使われ

て い る単位体系 を切 り替える とい うこ とは 、莫

大 な人材 エ ネ ル ee−一と長い 時間 とを消 費する だ

けで な く、 何 よ りも社会を納得 させ うる機運 と

か強 い 動機が必 要で あ ろ う。ち なみに、SI 化 の

前段 階で あ る
“
法定計量単位 をメー トル 法 へ 移

行す るた め の 法制化
”

は 、日本 で は 1921年 （メ

ー
トル 法 の 公 認 は 1891 年 ＞

L）
、 中国で は 1927

年 に行われて い るが
2）、い ずれ も当時は十分 な

実施 に至 っ て い ない
。

　先般、趙子 敏に よ り SI化 の 促 進 を め ぐる現代

中国 の 法定計量単位事情が計量 史研究 に掲載 さ

れた
3）。本論文は、趙論文 を 日本で の 法定計量

単位 の SI 化の 現状に 照 らし合わせ 、両国の 法定

計量単位の 比較を行 っ た もの で あ る。い うま で

もなく 、 充実 した法定計量単位 体系は経済 ・文

化 の 発展 に重要 な知的基盤で あ り、こ の ような

比較は 、わが 国が今後 とも密接な経済 ・文化交

流 を維持す べ き中国 における計量事情を 、 よ り

深 く理解する
一助 に なる と考え られ る 。

　趙論文 の 原著は簡化字 （中国で使わ れ る簡略

文字 ）を主体と して 記述 されて い る と思われ る

が、そ の 和 訳で は 、 繁体字 （わ が 国で も使 う漢

字） がある場合は それ に置 き換え られ て い る た

め 、 本論文 で もそ の 方式 に習 うこ と と した。

　鹵際度量衡局で は SI の 内容が 改訂 され る節

目に 「国際単位系」 とい う小 冊子 を発行 し 、 SI

の 国際的普及 を図 っ て きた 。
SI に関 して 本稿 で

参照す る版は 、 現在 の 最新版で ある 『国際文 書

第 7版 （1998） 「国際単位 系 （SI）」
4）
』で ある。

国際 度 量 衡 局 で は こ の 小 冊 子 の こ とを
“ SI

brochure
”

の 愛称 で 呼んで い る とこ ろか ら 、 以

下、こ の 第 7 版 を SI−B7 と略記す る 。

2 ．Slに 関す る基本 的事項
4）・5）

2 ．1　 国際度量衡総会に おけ る Sl採用の 決定

　 メ
ー

トル 法を基 礎 に した 単位 に 関 して 、半世

紀前まで は CGS 単位 系、　 MKSA 単位系 、　 CGS 静電

単位系な ど数種の 単位系が あ り、これ らの 中か

ら各国の 事情に応 じ て 必要な単位 を選定 して 法

定計量単位 として 制度化が行 われ て い た 。 科学

技術の 発展、通商の 繁盛で 国境 が 薄れ て行 く世

界情勢の 中で 、1948 年 第 9 回 国際度量衡総会

（CGPM）で は 「メ
ー トル 条約 に加盟 して い る全

て の 国におい て採用 しやすい 実用 単位系 の確 立

に関す る勧告を出すこ と」 と い う議案が 採決 さ

れ 、 そ の 実行が 国際度量衡委員会 （CIPM） に委

託 され た 。 さらに、1954年第 10 回 CGPM で物質

量 を除 く 6 つ の 基本単位の 採用が決定 された 。

引き続 き 1956 年 CIPM の勧告 を経 て 、 上記 6 つ

の 基本単位に基づ く単位系を 「国際単位 系」 と

呼ぶ こ と、そ の 略称 は SI で あ る こ と 、 IOL「2 か ら

10L2ま で の接頭語の 名称 12、補助単位 2、組立
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単位 27 の 採用が 1960年 第 11 回 CGPM で決定 さ

れ た。現在の 日中両国の 法定計量単位で 中心 と

なる部分は 、 1960 年決定の SI な らび に それ 以

後付 け加 わ っ た SI 基本単位 モ ル （mol ） 、10
”24

か ら 1024へ 拡 張 された接頭語、パ ス カ ル （Pa）、

ジー
メ ン ス （S）な ど新たに加わ っ た固有 の 名称

をもっ SI 組立単位な どを基盤に構成 され て い

る。

2 ， 2 　 国際文書第 7 版 「国際単位系」 と法定

　　　　計量単位

持 っ SI 組立 単位で ある 。 これ らの 単位は、例え

ば 、
パ ス カ ル （Pa）、ジ ュ

ー
ル （J）、ボル ト （V）

な ど社会的に使用頻度が 高い 重要 な単位で あっ

て 、い ちい ち基 本単位 の組 み 合わせ で記述す る

には 煩雑で あ り 、 使用上 の 利便性 も考慮 して 固

有 の 名称が与え られ たもの で ある 。 SI−B7 表 1

か ら表 5 は 目中い ずれ の計 量法 におい て も採用

されて い る 。 こ れ らの 法制化 に 当た っ て は 、国

際単位系に 関す る国際文書第 4 版 （1981＞／第

5 版 （1985 ）／第 6 版 （1991 ）等が参照 された

もの と思 われ る 。

2 、 2 ． 1　 Sl 基本単位、　 Sl 組立単位 、　 Sl 接

　　　　　　 頭 語

　国際文書第 7版で は い ろ い ろな階級 の 単位が

10 種類 の 表に 分類 され て い る 。 こ れ らを本稿 ・

表 1 に示 す。 SI は SI 基本単位、　 SI 組 立単位 の

二 つ の 階級 に分 け られ
注 ω

、こ れ ら の 乗除算に よ

っ て 作 られる単位 は、
一

貫性 の ある単位 の 集合

を構成 して い る。さらに、SI では SI 単位 の 10

進 の倍 量 ・分 量を作 るた め の 一連 の SI 接頭語 が

採用 され て い る。これ らは本稿 ・表 1 の
“

国際

文書の 表 の 名称
”

で 、S工一B7 表 1 か ら表 5 に納

め られ て い る 。 特に SI−B7 表 3 は固有の 名 称を

2 ． 2 ． 2　 SI−B7 に掲載 されて い る Sl以 外の

　　　　　　 単位

　本稿 ・表 1 の SI−B7表 6 か ら表 10 に分類 され

た 単位 は 、
SI で はな い もの の

、
　 SI を使 う人 に と

っ て も重要 で あ り、また社会的に も広 く普及 し

て い る単位 で あ る。SI の利 点 を損 なわ ない 範囲

で 使 うこ とを前提に 、役割 の 重要度 により 5 つ

の 表 に分類 され て い る。こ れ らの 単位の 中か ら

どれ を法定計量単位 に 採用 す る か は、 日中で 多

少の 違い が ある
注  。

表 1　国際文 書第 7版 （1998） 「国際単位系 （SI）」 に掲載され て い る単位

◇ Sl（国隙単位系）

　 S：
−B7 表1　 Sl基本単位 （m 、  、　 s、　 A、　 K、　 m 。1、　 cd など7単位）

　 S【
−B7 表2 基本単位を用い て 表される SI組立 単位の 例 （m2 、　 mS 、　 A／m などの 12 の 具体例）

　 S【
−B7 表3 固 有の 名 称 とそ の 独 自の 記 号 で 表され る SI組立単 位 （rad 、　 sr、　 Hz、　 N 、　 Pa、　 J など 21単位 ）

　 SI−B7 表 4 単位 の 中に 固有 の 名 称 とその 独 自の 記号 を含 む SI 組 立単 位 の 例 （Pa ・s、　J／K な ど 22 の具 体 例 ）

　 S匸一B7 表 5 　 SI接頭 語 （10N か ら 10
’24

までを表す 20 の 接頭 語 ）

◇ S【と併用 してよい 非 Sl単位

　 SI−B7 表6 国際単位系と併用されるが、国際単位系に 属さない 単位 （min 、　 h、　 d、など 10単位）

　 SI−B7 表7 国際単 位 系 と併 用 され るが、こ れ に属さない 単 位 で、　S 【単 位で 表 され る数 値 が 実験 的 に得られ るもの

　 　 　 　 　 　 　 　 　（eV 、　u 、　ua ）

◆使用を避けることが 望ましい 非 SI単位

　 S【−B7 表8 国 際単 位 系 に属 さない が、国 際単 位 系と併 用され るその他 の単位 （海里、ノットなど7 単 位 ）

　 SI−B7 表9 固有の名称を持つ CGS 組立単位 （erg 、　 dyn、　 P、　 Galなど 10 単 位 ）

　 sr−B7　a 　10 国際単位系に属さない その 他の 単位の 例 （Ci、　 R、　 T 。rr など 13 の 具体例）

一26一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

3 ．計量法体系の 比較

　日 中両国の 法定計量単位に関す る法体系全体

を比 較す べ きで あるが 、中国資料 の収集 が十分

で きない ため、比較 は高位の 法規 に関す る部分

に つ い て行 う。

【日本国計量法】
6）

　こ の 法律は 1992 年 （平成 4年 ）に公布 された

もの で 、法定計量 単位の 出発点は法第 2 条で の

「物象の 状態 の 量」の 定義な らびに 「計量単位」の

定義 か ら出発する
注  。こ こ に は、法定計量単位

を持 つ 物象 の 状態 の 量が 72量 、 及 び法定計量 単

位 を持た ない 17 量が掲げられて い る。 法定計量

単位の 具体的規定は、法第 3、4、5 条の 3 箇条

で ある。法第 3 条 で は、SI−B7 ・表 1 か ら表 6 を

主体 として 、同 ・表 10 に含 まれ る量 も含めて

65 量 （121単位 。 例 えば 、 質量流量 kg／h、 濃度

m 。1／L な どの よ うに
一

部に SIを含んで組 み立 て

られ た単位 も含む ）が規定 され て い る 。 法第 4

条で は 、 SI−B7 に はな い 7 量 （9 単位、例 えば皮

相電力 V・A、音圧 レ ベ ル dB な ど）、な らび に慣

用的に使 われ て い る 5 量 （18 単位、例 えば回転

速度 の r／min 、圧 力の atm 、質量百万分率 ppm

な ど）が規定 され て い る 。ま た法第 5 条 で は 、

特殊用途に使 う 13 量 （20 単位、例 えば航海な

どで使 う
“

海里
”

、真珠 の 質量の 計量に使 う
“

も

んめ
”

、血圧 の 計量に使 う
“

水銀柱 ミ リメ
ー

ト

ル
”

など）が規定 され て い る 。 法第 3、 4、 5 条

で 引用 され る政令 （計量単位令）で は単位の 定

義等 が 、 省令 （計量 単位規則）で は単位記号等

が規定 され て い る 。 計量法上 で の 法定計量単位

に関す る記述を要約すれば、法条文が 4 つ 、単

位の カ テ ゴ リー別 に分類 し た別表が 6 つ とな り、

中国計量法 に 比 べ て 遙か に多 くの 分量の 記述 が

法律 で規定 されて い る。こ の よ うな法条文 の 表

記法 は度量衡法 （1891）か ら現計量法まで ずっ

と踏襲 され て い る。

【中国計量法】

こ の 法律は 1985年全国人 民代表大会 ・常務委

員会 にて 制定 され た もの で あ る 。 計量単位の 出

発点は法第 3 条に 規定 され て お り 、 法律上 の 条

文 は これ が唯一
で ある

7＞・注 （4＞
。 こ の 条文 の 要 旨

は 、
「国際単位系の 計量 単位 と国家選定の その 他

の 単位 を国家法定計量単位 とす る。国家法定計

量単位の 名称、単位記号は国務院か ら公布 する」

とい うこ とで ある 。 中国計量法実施細則
8）に よ

れ ば、国務院 に 「法定計量単位 の 統
一

的実施 に

関す る規定」 が あ り、多分そ こ に詳細が 記述 さ

れ て い る もの と思われ る 。

4 ．日中法定計量単位の対比
9）・lo）

4 ． 1　 Sl−B7に収録されて い る単位

　前述 の 通 り、SI−B7 の 中核部分 （本稿 ・表 1

で SI−B7表 1 か ら SI−B7 表 6 ま で）に収録 され

て い る もの の 中か ら法定計量単位 と して 採用 さ

れ て い る もの に つ い て 述 べ れ ば、両国の 主た る

相違点は、組立 単位 を何処 まで 具体的に 書 くか

の 違い で あ ろ う。すなわ ち 日本 の 計量法で は 、

SI 基本単位 、　SI 等組立 単位 を細か く書 き込んで

あるの に対 して 、趙論文
3）
に よれ ば 、 中国計量

法体系に おい て具体的に列記 され て い る単位は 、

SI 基本単位 （7 単位）、
SI補助単位 （2 単位）、

固有 の 名称 を持 つ SI 組立単位 （19 単位）、国

家の選定 に よ る非 SI 単位 （15 単位） を合 わせ

た 43 単位だ けで あ る。これ ら 43 単位か ら作 ら

れ る組立 単位 に関 して は、具体的 に列記す る こ

とは
一

切 して い ない 。す なわ ち 、 中国で は社会

の 需要や 習慣に応 じ て組立 単位 を使用すれ ばそ

れ で十分 で ある との 立揚 を とっ て い るか ら で あ

り、む しろそ の 方が融通性 を持 つ と考え て い る

ためで ある 。 なお 、 国家の 選定 に よ る非 SI 単位

（15 単位）の うち 10 単位 は SI 単位 と併用 して

よ い 単位 とな っ て い る。本稿 ・表 2 に 日本国計

量法第 3 条別表 1 を基準 とした両国法定計 量単

位の 比較 を示す。法別 表 1 に含まれ る単位 の 中

国側 で の扱 い は、本稿 ・表 2 の 最終欄に 「単位

の 属性等」 とし て示 した。SI−B7 ・表 10 に含ま

れ る放射線関連諸単位 の 扱い に 関 し、日本 が使
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表 2　SI に係 る法定計量 単位 （日本国計量 法第 3 条別 表 1）

　　　　日中法定計量 単位の 比 較対 照表

を基準 に した

日 本 国 両 国の 単位 記 号等 中 華人 民共和 国

物象の 状態
　 の量

単位の名 称 単 位記号
SI−B7との

対応関係（A）
量の 名称 単位の 名称（B）

単位の 属性等  
1 勾

法 r法 定計量単位

巨法 沸 法　　 　 　・
1 メートル m 米 差／ SI

畳 キロ　ラ厶 （公 斤）
’

／ Sl
ラ厶

辱

トン t Tab．6 法／ 　 　　 　の 　Sl
S 間 秒 法／ S且基本 単 ・
m ｛n Tab．6 分 ／ 国家　定の 巨Sl
h 丁日b．6 小 　・ 法／ 　 　　 　の 匡Sl

「 アンペ ア A 法／ Sl
ξ日

ケル 　ン K 熱力掌的
旭

幵〔尓文〕 法／ Sl基　 　 ・
セル シウス度 又 は C゚ ．氏温度 紙 度 法 ／ 固有 名称の S匸

量 モル mot 尓 法／ Sl　 単位
7光 カン 丁 ラ od 発光　度 坎〔　 〕 法／ Sl　　 位層

ジアン　 　 　　 　　 　　 　　rad 度 法／ S肛　　 ・
度　　 　　 　 　　 　　 　　 　

゜
Tab．6 法 ／国家 　定の ドSl

P

Tab．6 法 ／ 国 家選定の 巨SI．　”
Tab．6 〔　 〕 法 ／ 　 　　 　の FSl

立
　甲　一　　覧．
ス 丁 　ン アン　 　　 　　 　　 　　 sr 球面 ス 法／ SI 助巣・

1 面積 平方メートル 　　　　　　　　m2 平方米 法
11 体積 立方メートル 　　　　　　　　m3 立方米 法

リットル LITab ．6 升 法 ／ 　 　
「
　 の FSI

1
一　，．

ン アン　 　
’

rod ／s 法

1 角 加速度 ラジアン 苺秒毎秒 rad ／s2 法

1 メートル m ／s 法
メートル m ／h 法

15加 速度 メートル 毎秒毎秒 m ／sz 米毎二 次方 秒 法
辱 ヘ ル ツ Hz 率 〔茲〕 法 ／ 　 　　 　の Sl6

　

71
　　
1 回 転遠度 毎秒

一1S
法

毎分 mln
『1Tab ．6 毎分 法 ／ 国家選定の 非Si

毎時 h
−1

丁ab ，6 法

18波 数 毎メ
ー

トル
一1m

法

19 密 度 キロ グラ厶 毎 立方メートル
　 　 3k

／m 法

グラム 毎立 方メートル
3m

法

グラ厶 毎 リットル L，　 1 丁ab ，6 法

2 力 ユ ユ
ートン N 力　　力 法／ 固有名　の S1

21 カの モーメント ニ ュ
ートンメートル N ・m 法

22圧 力
パ スカル 又 は ニ ュ

ートン毎平 方
メートル

　 　 　 2Pa，　N／m 圧 力 、（圧 強） 柏〔斯雫ユ
Pa ： 法 ／ 固有名称 のSl

N／m2 ：法

23応 力
パ スカル 又はニ ュートン苺平 方

メートル
Pa，　N／m2 岶 〔斯 十〕

Pa ： 法 ／ 固有名称 の SI
N ／mZ ：9

2 粘 度
パ スカル 秒又はニ ュ

ートン 秒 毎

平方メートル

Pa ・s，
　　　zN・s ／m

法

25動 粘度 平 方メートル 毎秒 m2 ／s 法

2 仕 事 ジ ュ
ール 又 は ワット秒 」，W ・s

能（→ エネル

ギ
ー
〉、功く→ 仕

　〉、熱く→熱

焦〔耳〕 法 ／ 固有 名称の S【

ワッ ト時 W ・hTab ．6 法

2フ工 率 ワッ ト W
功率く→工 率〉、
輻射通量 く→放
9

瓦〔特 ｝ 法 ／ 固有 名称の SI

28　 量
・

量 キ ロ　 ラム k　 s 法

ロ 　ラム 　分 k　 mi π Tab．6 ・

キログラム 　時 k　 hTab ．6 法
ラ厶 S 法一

ム 　 分 minTab ．6 法醫
ム h 丁 ab．6 法

トン　 　
’

σ s Tab．6 法

トン　分 》 minTab ．6 ，
トン t／h 丁ab6 法

29 流量 立方メートル 毎秒 m3 ／s 法

立方メートル 毎 分 m3 ／minTab ．6 法

立方メートル 毎 時 m3 ／hTab ．6 法

リッ トル 　　
’ L／si ／sTab ．6 法

リッ トル 毎分
L／min ，
1／minTab

．6 法

1
ツ トル L／hI ／hTab ．6 法

3 ジュ
ー

ル 又はワッ ト
」 J　W ／s 、功 熱 焦〔　 〕 法

ワッ ト時 W ・hTab ．6 法

31 熱伝導率
ワ ット毎 メートル 毎ケ ル ビン 又 は

ワッ ト毎 メ
ー

トル

W ／（m ・K），
W ／（m

・°C）
法

32 比熱容量
ジュ

ー
ル 毎キ ロ グラム 毎ケ ル

ン 又 はジ ュ
ー

ル 　キロ グラム

J／（kg・K），
J／（k

・°C ）
法
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表 2　日中法定計量単位の比 較対照表 （つ づ き）

日 本 国 両 国 の 単位 記号 等 中華人 民 共 和 国

物象の 状態
　 の 量

単位の 名 称 単位 記号
S卜B7との

対応閥係（A ）
量の名称 単位の 名称（B）

単位の 属性等（c）
1

法 ；法定計量単位
　 ：

33 エ ントロ　 ー ジュ
ール 　 　ル ン J／K

34　 気量 クーロン C 量 法／ 　 　 　　の S！
の 　さ 小 ルト　メートル V／m 法

圧 ’・ル ト V L ／　　　　 のSl
力 ボルト V ／ 　　　　 のSl

5　
6　
7　
8
　

9
　

0

3　
3　
3　
3
　

3
　

4

F
「

／ 　 　 　 　 の S【フア

ー
ド

39磁 　の 　さ アンペ ア 　メートル A／m

力 アン ペ ア A 法

磁 東密度
テス ラ又 は ウェ

ーバ毎平 方メー
トル

T，
Wb／m2

磁通量密度 特 〔斯拉 〕 法／ 固有名称 のSl1
　
　

　
　　
3

4
　
　

4
　

4
磁 ウェ

ーバ Wb 磁通 法／ 　　　　のSl
インダクタンス ヘ ンリ

ー H 法／　 　 　　のSl
44 気　 几 オ

ーム Ω 法／　 　 　　の S1

45
電 気の コン 　ク

タンス
ジーメン ス S 電導 西 〔門子 〕 法／ 固有名称 の S匸

46イン ヒ
ー

　ンス オーム Ω 法

カ ワ ット W 法74　
4 力 ジュ

ール 又 は ワ ッ ト ’ JW ／s ’
ワ ット W ／hTab β 法

電磁 波の 電力
ワ ット毎平方メ

ー
トル W ／m2 法

・度 ワ ット　ス テラジアン W ／sr 法辱　「
ル 　 メン Im

亀　「　「 「
1

驢
／ 　 　 　 　 の SI

9
　
　
　

　　
1
　
　

　
　

3

4
　

　

5
　

5
　

5
　

5　
5

輝 度 カン デラ毎平方メートル cd／m2 法

53 ， ル クス IX
■　「 「

／　　　　 の Sl

パ ワ
ー

ワ ット W 法

55譲 度 モ ル毎 立方メートル mol ／m3 法

．
モ ル毎 リットル

mol ／L，
mol ／1Tab

β 法

キロ グラム 毎立 方メートル k ／m2 法

グラム毎立 方メ
ー

トル
3m

法

グラ厶毎 リッ トル L　 ／1 丁ab．6
5 中性子放出率 毎秒

一1S
法

．

毎分
　 一1
而屍 丁ab ．6 法

57放 ・ ベ 　レル B 放　性，度 可 勒 尓 法／ 　 　 　　の Sl
キ ュ

1 一 Ci　　　　　　　
’“
畷 羅糶叢霧爨擁 ド

’
58 吸収　量 レイ G 収　量 戈 法／ 　　　　のSl

ラド　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rad 　 　 　 ．蹣 驪 i飜 ご

59 レ G ／s 法

グレ イ G ／mi 鳳 Tab．6 法

レ G ／hTab ．6 法

ラド　　　　　　　　　　　　　 rad ／S　　　 魅 擁 羹熱飜驚
「

『
ド rad ／min 麟　　　　難 灘 F法一
ド毎 rad／h ま　　 灘 欝黷 i 「

6 カ
ー

マ レ G 法

61カ
ー

マ レ G ／s

レイ　分 G ／minTab ．6 …
レ G ／hTab 　6

鹽 クーロン 　キ ログ
ー

厶 C／k 法26
　

　
　

6
レン トゲン R 瀚 掻薹黶 嬲 飜 窰 ド法

L クーロ ン　キロ 　ラ厶 C／（k ・s）
「

一
ロン　キロ グラ厶　分 C／（k ・min ）Tab．6 ξ

ク
ー

ロ ン 　キロ 　
卩

厶 C／（k
・h） Tab ．6 9

レン トゲン R／s 腦
脾
　 ．．一籔

o

レン トゲン R／min 蹄 　　 鑞 織 羅
ξ

レン ト　ン R／h 孅
…

蠍 錘繍 巨法
6　 量当量 シーベ ル ト Sv 量当量 沃

ご
／　　　　 のSI

レム 　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 rem 瀏陥飜 篝嬲 難 霧 巨法
6　 量当 量 シーベ ル ト　 　’ Sv／s

、
シーベ ル ト　分 Sv／minTab ，6 法
シーベ ル ト Sv／hTab ．6 ξ
レ厶 　

’
　 　 　　 　　 　　 　 rem ／S 黻 塵懿鑼 鑼 F法

レ厶 　 　　 　　 　　 　 　　 　 r巳m ／mln 　 　 灘韆鏤鑼韃 ド゚
レム　 　　 　　 　　 　 　　 　 rom ／h　 　 ・箏广

灘 羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内「内「「 ド
ξ

（A ）SI
−B7との 対 応関係の 欄 　　 （Sl−B7は「国際 文書第7版Sr単位 系（1998》」の 略 ）

　　無印 ： Sl−B7表1から表5に表 したS【（Sl基本単 位，　SI組 立単位，それ らにSl接頭話 を付けた 単位 ）

　　Tab．6 ： Sl−B7 表6「Slとの併用が認 められて い る非Sl単位 」，又 はSlと表6の単位とで 組み 立て られた単位
　　Teb．io二Sl−B7 表10fSl に属さない 単位で ，使 用を避けることが望ましい単位」，又 はそれ らとsrもしくは衷6の 単 位とで 組み 立 てられた単位

旨

（B）表 中、　（）は同義の 別名称、〔 〕は 混乱を生 じない 範囲 で 省略可 能、＜一・OOO ＞は 、中 国名 の 日本名称．

（C＞「単位の 属性 等」欄で 、「法 」は法 定計 量単位、「非法」は非法定計量単位を示す。「法1に続く「／XXXXX 」は 、中国計量法での 分類の 名称それ

　　ぞれ の 分類は、．SI基本単位、St補 助単位、固有の 名称 もつ S匸組 立単 位、国家の 選定に よる非S【単位 の 4分類で 、計43単位 が該当 する。Sl補助
　　単位との 表記があるが、Sl−B7で は 、これらの 単位 は 国際 的に は SI組立単位に 組み 込 まれて いる。・

計 量 史 研 究 25 ［27］2003
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表 3 計量法 に組み 込 まれ た SI接頭語

　接頭 語
が表す乗 数

　接頭 語
の 日本 名称

記号
　接 頭語

の中国名称

　接 頭語

が表 す乗数

　接頭語

の 日本 名称
紀号

　接頭語

の 中国名称

1024 ヨタ Y 莞 〔它〕　 　 （※） 10
一ヨ

デシ d 分

1021
．
ゼタ Z 澤 〔它〕　 　 （※ ） 10

−2
セン チ o 厘

1018 エ クサ E 艾 〔可 炉 〕 10
−3

ミリ m 毫

1015 ペタ P 拍 〔它 〕 1σ
6

マ イクロ μ 微

1012 テラ T 太 〔拉〕 10
−9

ナノ n 納 〔諾〕

109 ギガ G 吉 〔吻 〕 1σ
12

ピコ P 皮 〔可 〕

106 メガ M 兆 10
−15

フェ 厶 ト f 飛 〔母 托〕

103 キロ k 千 10
−18

アト a 阿 〔托 ユ

102 ヘ クト h 百 10
−21

ゼプ ト Z 仄 〔普 托〕　 （※ ）

101 デカ da 十 10
−24

ヨクト y 幺〔科托〕　 （※ ）

（※ ）中国で の Y、Z、　 z．　y は、国家標準《量と単位 》（GB3100 〜GB3102 ）に おい て法定計量単位として位置付 け られて い る。

表 4　中国の 選 定に よ る非 SI 単位 を基準 に した 日中法定計量単位の 比較

の　　し ・　 ・（　 ） 単 ・名 ・（日 本） 単位 記 号 S1−B7との ・応　　、（※ 日　 　 言　 冫 で の 位 置 寸け
min Tab，6 ｝　 3　・Slに 、る　　　　・

〔小〕吋 h Tab．6 法　 3　
・Slに 　る

’
十量 単 位

天 （臼〉 日 d 丁ab 　6 対 応なし

平 〕少
」 ，，

丁ab6 法　3　
・Siに，、る計　　 ・

，
丁ab6

ご
　 3　・S艮に　 る

’
十量 単 位

度
o

Tab．6 法　3　
・Slに 　る計量　位

回転速度 轉毎分 回毎分 r／min 国 in
−1
ならTab．6 法第3条 ：Siに係る計量単位

里 里 nmil6 丁ab．8 法　 5　 　　 用
’

の　　 　 ・13の　 の 1
ノッ ト kn 丁ab8

ご
　 5　 　 用

9
の 計量単 ・13の 内の 1

量 随 トン t Tab．6 法　3　・S】に 、る酵量　 ・
L 子　 量単 位 u 丁ab 　7 ・なし

升 リッ トル L　（DTab ．6 法　3　
・SIに 　る ナ畳　　・

雨エ ネル ギー ボ ル ト eV Tab 　7 ・応なし
9

分 デ シベ ル dB Tab．6と　 　殫 はTab．51 　 4　
・SIに ない 量の S似 外 の 単 ・7 の　の 1

→ 〕 テクス tex ・応 なし 十　 　 ・　 1 （
’△

）で 　 定。1tex ＝1　 km

（※｝Sl−B7 との対応関係で 、表番彎はSI−87の 中の 番号

表 5　特殊 な計量に使 う計量単位 （日本国計 量法第 5 条 2 項）を

　　　基 準に した法定計量単位 の 比 較

特殊の 計量 日本名称 単位記号 中国で の 対応する状況等
1 海面又 は空 中における長さの計 海里 M 又 は nm 里 （nmile ）：法 ／ 国　選 定の 非 SI

2
電磁波 の 波 長、膜厚 又 は物 体の

表薗の 粮さ若しくは結晶格子 に

係る長 さの計 蠶

オン グス トロ
ー

ム A
A、フ ェ ル ミ（  ）、光年（LY）、パ ー

セ ク（pc）、天 文単位 距

離（A）は 削除する単位
12）

3 宝 石 の 　 　 の 計 量 カラッ ト ct 常 ／ 　外 　易の み で使用 可
4 珠の 　 　の 計 もんめ mom

5 の 質　 の 計量 トロイオンス oz ／ 　用 制 限有 り

6 又 は 　 　に 係る　 　の 計 点 t

ア
ー

ル a

7 土地 の 面 積 の 計量
ヘ クタール ha

常／ 非SIのhaに替 えてhm2を使 用。土地 面 積の 単位

はわが 国 同様、統一
に 時間を要 した。現 在 は、km2、

hm2、　m2 の 3つ の SI単位 に統一済 み。
8  

舶 の 　 　の
一

トン 丁

9 航 　又 は航 　に　 　速さの 計 量 ノット kt 喰 （kn）
・

法／ 　家選　 の トSI

又1　　 に 、 ガル Gal
10

動加速 度 の 計量 ミリガル mGal
（※）

トル Torr
胴 生体 内の 圧 力の 計 量 ミリトル mTorr （※）

マ イクロ トル 丁orr

12 血 圧の 計量 水銀 柱ミリメ
ー

トル mmHg
常／ 血 圧 計などではkPa（mmHg ）の 表記が 義務。医者

が臨 床で 使う単位 は 自由。（※ ）

力ロ リー cal

キ ロカ ロ リー kcal
13

人 著しくは 動 物が 摂取 する物 の

黙量 又 は 人若しくは動 物が 代謝

に より消費する黙量 の 計量
メ力力ロ リ

ー Mcal
常／ エ ネル ギー・仕 事、熱 量に 関して  f・m 、erg 、
cal、kca［などは規制 の 対象。（※ ）

カカロ リ
ー Gcal

「法／ 0000 」は、中国法定計量単位 の 中で の 分類
「常」は中国で 云う常用 計量単 位の 略。ス ラッシ ュ 〔／ 〕以 下 はコ メン ト

（※ ）中国で はGal、　mGa 【、　Torr、　mTorr 、　cal 、　k。al、mmHg 、　rnmH20 などは 法 定計 量単位 では な い が、口頭 で 使わ れ て いる場 合 が

　　往 々 に して ある。特 に mmHg はよく使わ れる
12）。
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用 を容認 して い る の に対 して 中国が使用 を禁止

して 点は 、 両国の 国民性 の 違い で あろ う。 本稿 ・

表 3 に は計量法に採用 された SI 接頭語 を示す。

内容的には SI−B7 ・表 5 と同等 で あ り、日中両

国 ともその 取扱い は同等で ある。

4 ． 2　 国家の選定に よる非 Sl単位

　中国で は 、15種の 法定計量単位が 「国家の 選

定に よる非 SI単位」と して位置付け られ て い る 。

こ の うち 、 10 単位 は SI−B7 の 表 6、表 7 に属 し、

SI と併用 し て よ い 単位で ある。残 る五 つ は海里

（nmile ）、ノ ッ ト （kn）、回転速度 （r／min ）、

減衰 量 （dB） 、 綫密度 （tex）で あるが 、
　 tex を

除く 4 単位 は限 りなく SI−B7 の 内容 に近い 。 ま

た海 里 とノ ッ トは、使用揚所 が航海、航空 に限

定 されて い る。本稿 ・表 4 に 中国の 選定に よる

非 SI 単位 を示す。表 4 の 大部分は、日本 で は顕

わに は
“

国選
”

とい う表現 は使 わない もの の 、

法定計量単位の 核 となる本稿 ・表 2 に挿入 され

て い る 。 こ の様子 は 、 表 4 で 「日本国計量法 で

の 位置付け」の 欄 を参照 され た い
。 さ らに本稿 ・

表 5 に は 、　 「特殊 な計量 に使 う計量単位 （法 5

条第 2項）」 を示 した が、こ の 中に も中国 の 「国

家の 選定に よ る非 SI 単位」に該当する単位 が あ

る。 なお、表 5 の 単位 はい ずれ も使用場所が 限

定 されて い る。

　
一

方、 日本 で は、物象 の 状態の 量 と して掲 げ

られ て い るが SI−B7 に顕わ に表記 され て い ない

単位 として 、無効電力 （var ）、 被相電力 （V・A）、

無効電力量 var ・s 、 被相電力 量 （V・A・s 、
　 V・A・h）

な ど 4 量 、 並び に電波の 減衰量 、 音圧 レ ベ ル 、

振動加速度 レ ベ ル （い ずれ も dB）など の 法定計量

単位が規定 され て い る 。 また 、法定計量単位 の

SI へ の移行 に伴 う経済活動や国民生活 に与える

混乱 を少な くす るために、日常使 う非 SI 実用単

位 とし て
、 回転速度 （r／min

、
　r／h）、 圧 力 （atm ）、

粘度 （P）、動粘度 （St）、濃度 （％、
　 PP皿 、

　 ppb 、

ppt 、　 ppq 、　 pH 等 13種 ）が決 め られ て い る 。

4 ， 3　その他の 非 Sl単位

4 ， 3 ， 1　 市制単位

　中国で い う市制単位 とは 、 日本で い う尺 貫法

に相 当す る単位で ある 。 起源 は古 く 、 非常に 広

範囲に亘 っ て重宝 されてお り、比 較的最近まで 、

中国で は市制単位 が頻繁 に使 われ て い た 。 長 さ

で は 、 市里 、 市丈 、 市尺 …　　 、 体積で は市石 、

市升 …　　 、 質量で は 、 市担 、 市斤 …　　 な ど

で ある。 これ らの 単位 は、法律的 に使用 を禁止

されて い る 。
し か しなが ら、 日常生活で の 物の

売買や路上で の 商談 で は 、 口頭で 市制単位が使

われ て い る場合が往 々 に して あ るが 、頭 の 中で

は、い つ も SI に換算を して い る、との 記述が 見

受 けられ る
3）。 こ の よ うな状況 は 、わが国にお

い て も同様で ある 。 象徴的な話題 として は 、
1959

年の 尺 貫法廃止 後、10 数年経 っ て起 っ た マ ス コ

ミを巻 き込 ん だ反 対 運 動で ある 。 そ の結果、曲

尺 や コ ン ベ
ッ ク ス ・ル

ー
ル に は 寸や尺 の 印字は

しない が 、 1寸 に相当す る 目盛 と し て 、 1／33m 刻

み の 目盛 を付 けるこ とな どが認 め られ て い る
1）

。

4 ． 3 ． 2　 メー トル 系の 非 Sl単位
1°）

　非常に単位 の 数が 多い ため個 別 に取 り上 げる

こ とを避 け、主な状況だ けに つ い て述 べ る 。 日

本で は 、 新計量法 の 施行に ともな い SI へ 移行す

る単位を猶予 期間が異な る次の 三 つ に分類 した 。

第 1組 ： 1995 （平成 7）年 9月 30 日を期 限 とす

　　　　るカ （dyn）、仕事 （erg ）、熱量 （kgf・

　　　　m 、erg ）、中性子放出率 （n ／s、　n ／min ）、

　　　　放射能 （dps、　 dpm）

第 2 組 ： 1997 （平成 9）年 9 月 30 日を期限 と し

　　　　た長 さ（μ ）、周波数 （c ）、圧 力 （Torr）、

　　　　磁界 の 強 さ （AT／m 、
　Oe）、起磁力 （AT）、

　　　　磁束密度 （γ 、 G）磁束 （Mx）、音圧 レ

　　　　ベ ル （ホ ン ）、濃度 （N）

第 3 組 ： 1999 （平成 7）年 9 月 30 日を期 限 と し

　　　　た力 （kgf、　 gf、　 tf）、カ の モ
ーメン ト

　　　　 （kgf・m ）、圧 力 （kgf／m2 、　mmHg 、  120）、

　　　　応力 （kgf／m2 ） 、 仕事 （kgf・m ） 、 工 率
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　　　　 （kgf・m ／s ）、熱量 （ca1 ）、熱伝 導率

　　　 　［cal ／ （S
・
m
・℃ ） ユ、比熱 容 量 ［cal ／

　　　　 （kg・℃）コ

　なお 現在で は こ れ ら の 単位は全て SI へ 移行

し て い る。た だ し、圧力 の Torr、　 mrnHg 、熱量 の

cal は規 定 され た分野で は使用で きる （本稿 ・

表 5） 。 中国に お い て も中国流 の 手 法で メ
ー ト

ル 系の 非 SI 単位 を SI へ 移行する作業が 完了 し

て い る
3）。

4 ．3 ，3　ヤー ドポン ド法系の非 SI単位等
3）・6）

　ヤ
ー

ドポ ン ド法に つ い て は 、航空 に関する 取

引 ・証 明、あるい は国際的な通商上 避 け られ な

い 場合 な ど、特別の 場合 に限 っ て 当分の 間使 用

が認 め られ て い るが 、 両国 とも例外的な法定計

量 単位 と して 取 り扱われ て い る 。 なお 国内外 の

商習慣 の 利便性 を考慮 した単位で 、限 定的に使

う単位 と して 、 日本で は カ ラ ッ ト （ct ） 、 もん

め （mom ）、 トロ イ オ ン ス （oz ）を挙げ る こ とが

で きる 。 中国で は対外 貿易 に はカ ラ ッ トは使 え

るが 、国内で の 使用は禁止 され て い る。

5 ．補 足的事 項

5 ． 1　 メ
ー

トル法か ら Slまでの小 史
1−3・n ）

　本稿 ・表 6 に メ
ー

トル 法 を法定計量 単位に取

り入れ て か ら SI へ 移行す るまで の 主な出来事

をま とめ た。メ
ー

トル 法導入 の 先駆 けは 日中 と

も 1900年前後 で あ るが 、全 面的な SI 化は い ず

れ も 20 世紀末 で あ り、その 発案が あ っ て か ら

70〜 80年 とい う長い 年月が か か っ て い るこ とが

分 か る 。

5 ． 2　Sl普及 啓蒙活 動 1”3・10”IL）

　メ
ー

トル 法か ら SI 移行 に要 した時間 は両国

と も長 い が 、実質 的な移行作業の 開始 は 両国 と

も 1960 年の CGPM 決議以 降で あ ると い っ て よ い

だ ろ う。移 行作業 が加 速度的に ス ピ
ー

ドア ッ プ

した時期は 、 日本で は 1980 年半ば か らの 10 数

年間 、 中国で は 、
1970 代半 ばか らの 10 数年間

だ ろ う。

　単位 は政治 ・経済 ・社会 に密着 した もの で あ

るため、法定計量単位の SI へ の 移行 に際 して は、

普及 啓蒙活 動が 最も大事な鍵を握 っ て い る と云

っ て 過言 で はない 。 日本で は 、 経済産業省傘下

の 担 当部署が プ n ジ ェ ク ト推進の た め の 事務局

とな り、計量行政審議会、日本 工 業標準調査会、

産業技術総合研究所 、日本規格協会 、日本計量

振興協会等 の 計量団体が普及啓蒙活動 を展開 し、

そ の ための 単行本、冊子 、パ ン フ レ ッ トな どの

発行 を行 っ た 。 中国にお い て は 、 中国国務院お

よび 傘下 の 各機 関 、 国際単位推進委員会が普及

啓蒙活動 の 推進力 とな り、強力な活動 を展開 し

た もの と見 られ る。数年前の 計量調査訪 中団が

入 手 した常用法定計量単位 とい う A4 一
枚 の 表

が ある 。
1984 年 旧国家計量局 発 行で ある 。 壁 に

貼 り、人 々 が少 しで も早 く SI に馴染むため の キ

ャ ン ペ ーン の名残 と思われ る 。

　中国計量法 にお ける法定計量単位は 、 高位の

法制 では 、 日本計量 法 に比 べ て は るか に整然 と

した形で 記述 されて い る 。 中国 にお い て 社会 の

末端 にま で SI を普及するた め に は、高位の 法 制

が簡 素で ある 分だ け、社会的混乱 を生 じ させ な

い 方策が 重要性 を増 して くる もの と思われ る 。

例 えば、法体系で は計量法 か ら下位 にある法令

の 充実が 必 要だ ろ うし、任意 レ ベ ル の 材料 と し

て は 、SI 利用 ・活用の ための 手 引書や指針 、各

種の 国家規格 な どの 充実が重要 な鍵 だろ う。

5 ． 3　 単位諮問委員会 （CCU）

　メ
ー

トル 条約 の 枠組み の 中で は 、
SI の 改良や

国際的な普及啓蒙活 動 をす るため の 議論は 、 単

位諮問委員会か らは じめ られ る 。 最近 の 動 き で

は
4）、場の 強度 レベ ル 、音圧 レ ベ ル 、また は対

数減衰率 な どの よ うに、自然対数 で 量 を表す た

め の 単位 ： ネーパ （Np）が SI−B7 の 表 6 に導入

され た し、第 21 回 CGPM で は酵素 の活性度を測

る カタ
ー

ル （kat）とい う単位 が 固有の 名称 を持

っ SI 組立単位 と し て認 め られ 、
　 SI−B7　・表 3 に

仲問入 り し た 。
CCU の 中で は 、 カ タ

ー
ル な ど の
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表 6　法定計量単位 に国際単位系を採用する まで の 経緯 （SI 導入 小史）

日 本 国 中華人 民共和 国　　・

1891（明24＞

1921（大 10）

1951（昭26）

1955（昭30）

1959（昭34）

1960（昭35）

1966 （昭41）

1971（昭46）

1972（昭47）

1978（昭53＞

　　　．．

　1990（平2）

　1990 （平2＞

　1991（平3）

　1992（平4）

1993（平5）

1999（平 1D

度量衡法を制定

（メートル 法を公認）

度量衡法の 改正

（法定計量単位をメートル 法に統一するための 改正）

　 　 　 ＊＊ホ  ＊＊＊襯 ＊＊艸 ＊＊＊＊＊＊＊寧＊＊雰＊＊＊榊

計量法 を制 定
 

（法定計量単位の 範囲を大幅に 拡大 ）・

メートル 法専用化促進運動を開始

一般の商取引をメートル 法に統一
（尺貫法の猶予期限で最長は土地 建物関運 で1966年3

月まで ）

第 口 回 国際 度量衡総 会（CGPM ）にてSIの採用決定

計 量法
一

部 改 正

（電気 測定法 の 計量 法 へ の 統 合。メートル 法適 用 の例 外

の 排除を決 め、メートル 法 の 完全実施完了）

ISO（国際標 準 化機構）に てS匸の 採 用開 始

第21G回日本工 業標準調査会標準会議に てJISへ の SI
の 導入を決定

計量法
一
部改正

（CGPM 決艤に従っ た法定計量単位の追加）

第 399回 日本標 準工 業調 査会標 準会 議 にて JISへ の Sl
導 入の 最終 方針 を決定

計量行政審議会におい てS暗 及推進懇談会の 設置を決

計量行政審議会が翫量法の 改正 とS匸の 導入を答申

新計量法の 公 布（5月）

t法 定計 量単 位をS匸へ 統
一。3段 階の猶 予期 間を設 け、

最長の もの は 1999．9．30まで で 、重 力単位系（重量   等）、
熱量（加リ

ー等）｝

新計 量法 施行d1月〉

（計量単位令、計量単位規則の 公布は前年11月）

SI化 した法定計量単位の 完全実施　　　　　　　　　　ト

　 　 1915

　 　 1927

　 　 1928

　 　 1949

　 　 1959

　 　 1977

1997直後

　　 1981

　 　 1984

　 　 1985

　 　 1990

　 　 2001

北洋政府が 中国度量衡制とメートル 法の併用を椎進

南京国民政府樹立後，度量衝標準委員会を般立し、メート

ル 制採用を決議 。

中華民 国権度標準法 案の 制 定 に引続 き度 i 衝 法を公布

　 　 　 ＊＊ ＊ 林 ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 榊 ＊＊ ＊ 串 楙 紳 ＊ 紳 牌 ＊榊 牌

中華人 民 共和国 の 戍立

中国国務院による計量制度の紐
一

に関する政令の発布

（メ
ー

トル法 を中国 にお ける計量制 度の 根幹に 据えること、
メートル 法の 全 国 的な普及、市 制の 改革、ヤードポン ド法

の 制限 など）

中国国務院が 中国計量 管理条例を発布・施行

（中国の 基本的計量制度 はメートル 法に基づくこ と、そ して

逐次、SIへ 移行 することの意 志を明確 化）

国際 単位 制推 進委 員 会 の設立

（SIへ の 移行 させるため の 国 家プロジ ェ クトの 中心）

国際単位 制推 進 委 員会 が中国・計量単 位 の名 称と単 位記

号を提案、SIに 関する最初の 法 案化

国務院が中国法 定計 量単 位 の 統一・実行 に 関す る政 令を
発布

（中国の 法 定計量 制度をSiに 準拠させ ること、国内 の 計 量

単位を一層統一させることが決定）

中国計量法の 成立
（第6回全 人代 ・常 務委員会 ・12期会議 にて可決 成立。中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
国の 法定計量単位をSlおよび国家が選定したそ の 他の 計
量 単位 とす るこ とを決定 〉

中 国で の計 量単 位 は、各 分 野とも全面 的 に中国計 量 法で

規定した法定計量単位に 移行完了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
　　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

中国 がWTO へ 正 式加盟

（※ ）従来 の 法 定計 量 単 位 はい わゆ る度 量 衡 を中 心に したもの だった が、これらに熱量、濃度などを加えて 32単位とした。電気関係の行程計量単位 は、別途、
電 気測定法 で規定されてい た．tg66年の法改正 で、全ての 法定計量単位が計量法に 併合された。
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導入 に際 し て 、SI は物理化学 の 体系を決 め る基

礎 ゆえ に論理 的に美 し くある べ き とす る考え と、

逆 に、SI は実際的に使われ て こそ価値が あ ると

す る考えが、い つ も交錯 し て い る。また CCU で

は 、 質量の 定義 をキ ロ グ ラム 国際原器 か ら量子

物理学に基盤 を置 く方式 に変更す るた め の 議論

な どが進 ん で い る
13 ）

。
SI に関する CCU で の 結論

が CGPM で承認 されれ ば、そ れ らは遅か れ早 か れ

日中両国の 法定計量単位 に反映 され る べ きもの

で あ る。

一
般 に、上位 の 規定 を改正す る ほ ど時

間 と労力 を必要 とす るが 、 そ の 点 、 中国計量法

は 日本国計量法 に比 べ て有利で あ る と思わ れ る。

6 ．まとめ

　現代 の 法定計量単位 に 関 して 、 日本国 と中華

人民共和国の 比 較を行 っ た。中国の 状況 は、参

考文献 3 を主 とし て 参照 したが、詳細 を述 べ る

た め に は
一

層 の 中国資料の 収集 と研 究が 必 要で

あ る。中国は 2001 年 に念願 の WTO へ の 正 式加盟

を果 したが、法定計量単位の SI化 は、国際社会

に認 められ る ため の 重要 な陰の 役割を演 じた も

の と想像 され る 。 本稿を書き終え 、
SI の 導入 と

その 普及啓蒙活動 に は如何 に多 くの 努力 が 投入

され て きたか とい うこ とを 、 改めて痛感 した次

第で ある 。
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注 （1）国際文書第 6 版までは 、 SI補助単位 （rad

　と sr ）を加 え て 、SI 単位 の 階級 は 三 つ あ っ た 。

注 （2）S工に属 さな い 単位 の 幾 つ か は 、国際文書
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の 版が改まるたび に 、 使用 を避ける こ とが望

ま しい グル
ープの 方向 （表番 号の 大きい もの ）

に移 され て きた 。

Comparison　of 　the 　Legal　Units　of 　Measurement

between　 Japan　and 　 China

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 Toshio　SAKURAI

注 （3）日本 国計量法第二 条 。

一項で は 72
、

二 項

　で は 17 の 物象の 状態 の 量が挙げ られ て い る 。

　第二 条　この法律にお い て 「計量」 とは、次

　に掲 げるもの （以下 「物象 の 状態の 量」 とい

　 う。）を計る こ とをい い
、

「計量単位 i とは 、

　計量の 基準 となる も の をい う。

　
一

　長 さ、 質量 、 時間 、 電流 、 温 度 、 物質量 、

　光度 、 角度、立体角、面積、体積、角速度、

　角加 速度、速 さ、加速度、周波数、回転速度 、

　波数、密度、カ、力 の モ ー
メ ン ト、圧力、応

　力 、 粘度 、 動粘 度 、 仕事 、 工率 、 質量流量 、

　流量 、 熱量 、 熱伝導率 、 比 熱容量 、
エ ン トロ

　ピー、電気量、電界 の 強 さ 、 電圧 、 起電力 、

　静電容量 、 磁界の 強 さ、起磁力 、磁束密度、

　磁束、イ ン ダクタ ン ス 、電気抵抗、電気の コ

　ン ダク タ ン ス
、 イ ン ピ

ーダン ス
、 電力 、 無効

　電力 、 皮相電力 、 電力量、無効電力量、皮相

　電力 量、電磁波の 減衰量、電磁 波の 電力密度、

　放射強度、光束、輝度、照度、音響パ ワ ー、

　音圧 レベ ル 、振 動加速度 レ ベ ル 、濃度、中性

　子 放出率、放射 能 、 吸収線 量 、 吸収線量率 、

　カ ーマ 、カ ー
マ 率 、 照射線量 、 照射線量 率 、

　線量当量又 は線量当量率

　二 　繊度 、 比重そ の 他の 政令で 定め る もの

Abstract ：

A　　comparison 　　of 　　the 　　legal　　units 　　of

measurement 　was 　made 　between　Japanese　legal

metrology 　and 　Chinese　one 　at 　the　present 　age ．

Though　the　concept 　of 　legislation　of 　the

units 　was 　fundamentally　based　on 　the　SI　units

in　both　countries ，　some 　differences　existed

in　adoption 　of 　non
−SI　units 　as 　the　legal　units

of 　 measurement ．　　Style　 of 　the 　 text 　 of

measuremerlt 　laws　in　both　 countries 　showed 　 a

remarkable 　difference： major 　part 　of 　the　SI

was 　described　in　the 　highest　hierarchy 　of 　the

measurement 　law　in　Japan　but　in　the 　second

hierarchy　in　China．　Historical 　background

from　the　early 　stage 　of 　introduction　of 　the

metric 　system 　to　the 　measure 皿 ent 　law　was

shown 　for　each 　of 　both　countries ．

注 （4）中国計量法第三条

　第 三条　 国家 は 、 国際単位制 を採用す る。 国

　際単位制の 計量 単位 と国家選定 の その 他の 単

　位 を国家法定計量単位 とす る。国家法定計量

　単位 の名称、符 号は 国務院か ら公布す る。非

　国家法定計量単位は廃止 しな けれ ばな らな い
。

　廃止 の 方法は 国務院で制定する。
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